
（別紙３）

～ R7年　12月　26日

（対象者数） 16名 （回答者数） 13名

～ R7年　12月　26日

（対象者数） 6名 （回答者数） 6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

併行通園先のこども園や幼稚園からの保
育、リハビリテーション見学の受け入れや
訪問を実施し連携しています。また職員間
で情報共有し、より多角的な視点から助言
や支援ができるように自己研鑽を継続して
いきます。

2

職員間でのカンファレンスなどで情報共有
し、個別性のある療育に繋げていきます。

3

次年度も保護者のご要望をお聞きし、様々
な企画を実施したいと考えております。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

毎月発行している保育だよりや朝の会での
説明だけでなく、各種マニュアルの掲示な
どの工夫をします。また避難訓練の実施な
どの情報をお手紙などで発信します。
ご家族にしっかりと情報を伝えることがで
きる仕組みづくりをしていきます。

お子さんの発達段階に応じた個別性のある
計画を立案しています。また評価をアセス
メントして保育に取り入れています。

知識と経験のある保育士が、お子さんの発
達や特性に応じた、発達支援の方法（写真
や絵カード、VOCAスイッチの活用、保育
プログラムの工夫など）を取り入れながら
支援しています。看護師が配置されており
必要な医療的ケアを受けながら、ご家族に
も安心していただけるよう配慮していま
す。

理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、視
能訓練士等と常に情報交換し、相談できる
体制にあります。多職種で支援を行うこと
で、多角的な視点での評価・支援を提供す
ることができます。

職員（保育士・看護師・児童発達支援管理
責任者）と理学療法士、作業療法士、言語
聴覚士が連携し、情報共有しています。ま
た定期的に医師による回診や多職種でカン
ファレンスをして多角的な視点での評価・
支援を提供しています。

家族支援の一環として毎月１回の保護者教
室や月３回程度の親子水泳教室（５月～１
０月）親子体操教室（１１月～３月）を実
施しています。

保護者教室は、保護者の方からの聞きた
い、知りたいなどの要望にお応えした内容
を、企画しています。
今年度は、親子クッキング、高松支援学校
の説明会、歯磨き指導、防災教室・身体に
負担がかからない支援の仕方、などを実施
しました。また親子水泳・体操教室は体育
指導員の指導のもと、みんなで楽しく身体
を動かすことを目的に行っています。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

各種マニュアルの策定や災害を想定した定
期的な避難訓練の情報発信について課題が
あります。

関係部署と相談しながら各種マニュアルを
策定したり、定期的に避難訓練を実施して
います。その状況が保護者の方に伝わって
いない現状があります。

R7年　12月　15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R8年　3月　31日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 かがわ総合リハビリテーションこども発達支援センター　　たいよう

○保護者評価実施期間 R7年　12月　15日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



2

ご家族やお子さんの個別の課題や支援につ
いては、必要に応じて関係機関と課題に合
わせた情報提供や支援方法を検討します。
保護者教室に参加できなかったご家族には
資料を配布し、開催する日程を調整するな
ど検討していきます。

3

家族に対して家族支援プログラム（ペアレ
ント・トレーニング等）や家族も参加でき
る研修会等の機会について必要だと思って
います。

お子さんの特性に応じた課題別の研修では
なく、現状では一律の保護者教室を開催し
ています。


